
Ver. 1.1 2019年 10月 6日 

造血細胞移植後二次がんの細胞遺伝学的特徴に関する多施設後方視的研究 
 

1. 研究対象： 

1) 2000 年 1月 1 日～2017 年 12 月 31 日に造血細胞移植を受け、二次がんを発症された患者さん 

2) 2006 年 1月 1 日～2008 年 12 月 31 日に全国がん罹患モニタリング集計に協力頂いた患者さん 

3) 2002 年 1月 1 日～2019 年 9 月 30 日に国立がん研究センターバイオバンクに同意頂いた患者さん 

 

2. 研究目的・方法 

本研究は、造血細胞移植を受けた後に二次がんを発症された患者さんの細胞遺伝学的特徴

を解析します。研究参加施設から対象となる患者さんの既存病理標本を提供頂き、DNAおよび

RNAを抽出して、がん組織の塩基置換、欠失、挿入、融合遺伝子など遺伝子変異を調べ、遺伝

子変異が予後に与える影響や、初発がんと比べた遺伝子変異の違いなどを解析します。比較

となる群として一次がんの解析も行いますので、国立がん研究センターバイオバンクに同意頂き、検

体を提供頂いた患者さんの検体も利用させて頂きます。 

研究期間は研究許可日から 2023年 3月 31日までです。 

 

3. 研究に用いる試料・情報の種類 

参加施設に保管された、患者さんの既存の病理残余標本を用います。国立がん研究センターバイ

オバンクに保存された既存の検体も用います。患者さんの背景、移植方法、治療成績などについて

研究参加施設から提供頂いた匿名化情報を用います。一般人口の情報は全国がん罹患モニ

タリング集計で蓄えられた匿名化情報を用います。いずれの資料も情報もすでに収集されてい

るので、この研究のために新たに患者さんに検査を実施したり、情報収集を行うものではあり

ません。また、匿名化情報を研究利用することに同意頂いた患者さんのみが対象となります。 

 

4. 外部への資料・情報の提供・公表 

本研究で用いるデータは他の研究へは利用しません。本研究は、データの収集及び解析が終

了した時点で、研究全体の検討を実施し、学術的内容の検討を行います。結果は学会や論文

で発表されます。 

 

5. 研究組織 

研究代表者 

国立がん研究センター中央病院  造血幹細胞移植科 稲本 賢弘 

 

試料・情報の提供元機関の名称および提供責任者 

国立がん研究センター中央病院  病理・臨床検査科  森 泰昌 

がん・感染症センター都立駒込病院 血液内科  土岐 典子 

名古屋第一赤十字病院 血液内科   宮村 耕一 

東海大学医学部内科学系 血液腫瘍内科  豊崎 誠子 

関西医科大学 内科学第一講座   佐竹 敦志 

江南厚生病院 血液・腫瘍内科    河野 彰夫 

島根大学医学部附属病院 腫瘍・血液内科  高橋 勉 

神奈川県立がんセンター 血液内科    田中 正嗣 

大阪市立大学 血液腫瘍制御学   久野 雅智 

大阪国際がんセンター     藤  重夫 

 

6. 問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究

計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、資料・情報が当該研究に用いられることについて、患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご
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了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。この場合も

患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

 

研究責任者：大阪国際がんセンター 血液内科 副部長 藤 重夫  

〒５４１－８５６７  

                 大阪市中央区大手町３－１－６９  TEL:06-6945-1181（代表） 

 

研究代表者： 国立がん研究センター中央病院 造血幹細胞移植科  稲本 賢弘  

〒 104-0045 東京都中央区築地 5丁目 1-1 

電話番号：03-3542-2511（内線 7058）/FAX番号：03-3547-5228 


